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わが国の安全保障を確保する方策第1節

1	 一般的には、日米安保体制を基盤として、日米両国がその基本的価値及び利益をともにする国として、安全保障面をはじめ、政治及び経済の各分野で緊密に
協調・協力していく関係を意味する。

国家の独立は、国が政治、経
済、社会のあり方を自ら決定
し、その文化、伝統や価値観を
保つため、守らねばならないも
のである。また、平和と安全は、
国民が安心して生活し、国が繁
栄を続けていくうえで不可欠の
ものである。しかしながら、こ
れらは、願望するだけでは確保
できない。外交を通じ、安定し
かつ見通しがつきやすい国際環
境を創出し、脅威の出現を未然
に防ぐことが国家安全保障の要
諦である。他方、国際社会の現
実をみれば、非軍事的手段による努力だけでは、
必ずしも外部からの侵略を未然に防止できず、万
一侵略を受けた場合にこれを排除することもでき
ない。防衛力は、侵略を排除する国家の意思と能
力を表す安全保障の最終的担保であり、ほかのい
かなる手段によっても代替できない。
このため、わが国は、国民の生命・財産とわが
国の領土・領海・領空を守るため適切な防衛力の
整備を進めるとともに、わが国と基本的な価値や
利益を共にする米国との間で日米同盟1関係を強
化している。このように、自らの防衛力と日米安
全保障体制があいまって、隙のない防衛態勢を構

築することにより、わが国の平和と安全を確保し
ている。
また、わが国を取り巻く安全保障環境を改善し

てわが国に対する脅威の発生を予防する観点か
ら、インド太平洋地域や国際社会の一員としての
協力などの分野で防衛力が果たす役割の重要性は
増している。
わが国は、このような防衛力の役割を認識した

うえで、様々な分野における努力を尽くすことに
より、わが国の安全を確保するとともに、インド
太平洋地域、ひいては世界の平和と安全を目指し
ている。

特別儀じょう隊を巡閲する安倍内閣総理大臣と河野防衛大臣
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